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 この競技要項に学生の個人情報を掲載するにあたっては、 

個人情報保護法に基づき、本人の了解を得ております。 

 

総 合 本 部                       

 

熊本高等専門学校（八代キャンパス） 
 

      電  話   ０９６５－５３－１２３３ 

 

      ＦＡＸ   ０９６５－５３－１２３９ 

 

    ＵＲＬ  https://kumamoto-nct.ac.jp/  

 

      試合結果のお問合せ等にご利用ください。 

 

表紙の図案について 

 

図 案 は 、 九 州 沖 縄 地 区 国 立 高 等 専 門 学 校 体 育 

大 会 旗 の マ ー ク と し て 、 有 明 工 業 高 等 専 門 学 

校 建 築 学 科 名 誉 教 授 松 島 寛 治 先 生 に  

よ り デ ザ イ ン さ れ た も の で あ り 、 九 州 沖 縄 

地 区 ９ 高 専 （ １ ０ キ ャ ン パ ス ） の 位 置 を 表 徴 

している。 
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鹿 児 島 工 業 高 等 専 門 学 校 長    氷  室   昭  三  
 

 

 

顧    問  

 

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校 長    松  村     晶  

 

有 明 工 業 高 等 専 門 学 校 長     八  木   雅  夫  

 

北 九 州 工 業 高 等 専 門 学 校 長    鶴  見     智  
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連  絡  協  議  会  
 
 

委  員  長  

熊 本 高 等 専 門 学 校         学 生 主 事  村  山   浩  一  

（ 八 代 キ ャ ン パ ス ）         

副  委  員  長  

熊 本 高 等 専 門 学 校         体 育 教 員  四  宮   一  郎  

（ 八 代 キ ャ ン パ ス ）        事 務 部 長  佐  藤   敏  明  

学 務 課 長  大  山   俊  博  

 

委     員  

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校      学 生 主 事  田  中     大  

体 育 教 員  龍  頭   信  二  

学 生 課 長  木  山   博  志  

 

有 明 工 業 高 等 専 門 学 校       学 生 主 事  坪  根   弘  明  

体 育 教 員  野  口   欣  照  

学 生 課 長  江  崎     浩  

 

北 九 州 工 業 高 等 専 門 学 校      学 生 主 事  安  部     力  

体 育 教 員  松  﨑   拓  也  

学 生 課 長  長  濵   圭  一  

 

佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校      学 生 主 事  堂  平   良  一  

体 育 教 員  吉  塚   一  典  

学 生 課 長  宮  良   幸  代  

 

熊 本 高 等 専 門 学 校         学 生 主 事  縄  田   俊  則  

（ 熊 本 キ ャ ン パ ス ）        体 育 教 員  岩  田   大  助  

学 生 課 長  河  津   秀  利  

 
大 分 工 業 高 等 専 門 学 校       学 生 主 事  靏     浩  二  

体 育 教 員  大  庭   恵  一  

学 生 課 長  高  嶋   重  俊  

 

都 城 工 業 高 等 専 門 学 校       学 生 主 事  永  松   幸  一  

体 育 教 員  武  田   誠  司  

学 生 課 長  野  口     修  

 

鹿 児 島 工 業 高 等 専 門 学 校      学 生 主 事  北  薗   裕  一  

体 育 教 員  堂  園     一  

学 生 課 長  浦  口   健  一  

 

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校       学 生 主 事  神   里    志 穂 子  

体 育 教 員  和 多 野     大  

学 生 課 長  藤  元   高  徳  
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○：競技実施日 △：開会式のみ

29 30 1 2 3 8 9 10 11 12 15 16 17 18 22 23 24 25

水 木 金 土 日 金 土 日 月 火 金 土 日 月 金 土 日 月

陸上競技

えがお健康スタジアム陸上競
技場
（熊本県民総合運動公園陸上
競技場）

〇 〇

ソフトテニス
パークドーム熊本
（熊本県民総合運動公園屋内
運動広場）

〇 〇

バドミントン 八代トヨオカ地建アリーナ

（男・女）
（八代市総合体育館）

水泳
アクアドームくまもと
（熊本市総合屋内プール）

〇

ハンドボール 熊本県立総合体育館 △ 〇 〇

硬式野球
（第１会場）都城市営球場
（第2会場）高城運動公園野
球場

〇 〇 〇 予備

バスケットボール 高城運動公園総合体育館

（男・女） 山之口運動公園体育館

卓球 高城運動公園総合体育館 〇 〇

剣道 三股町武道体育館 〇

サッカー
ビーラインスポーツパーク姶
良陸上競技場・人工芝グラウ
ンド

〇 〇 〇 予備

柔道 霧島市　国分武道館 〇 〇

バレーボール

（男・女）

テニス
パークドーム熊本
（熊本県民総合運動公園）

〇 〇

12 13 14 15

土 日 月 火

ラグビーフットボール 〇 〇 〇

担当校

熊本高等専門学校
（八代キャンパス）

会　　場

県営八代運動公園

６月

〇

熊
本
高
等
専
門
学
校

（

八
代
キ
ャ

ン
パ
ス
）

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

△ 〇

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校

みやまの森運動公園牧園ア
リーナ

令和4年度　九州沖縄地区高専体育大会日程予定表

担
当
校

種　　目 会　　場

  7月

〇 〇

〇

〇

種　　目

11月

〇
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第５９回（令和４年度） 
九州沖縄地区国立高等専門学校体育大会要項 

 
 

１ 参加校  別紙参照 
 
 ２ 主 催  （主管校）熊本高等専門学校（八代キャンパス） 
        （担当校）都城工業高等専門学校 
        （担当校）鹿児島工業高等専門学校 

九州沖縄地区国立高等専門学校体育連盟 
    
 ３ 期間   令和４年 ６月３０（木）、７月１日（金）・２日（土）・３日（日）、 

７月９日（土）・１０日（日）・１１（月）・１２（火）、 
７月１５日（金）・１６日（土）・１７日（日）、 
７月２２日（金）・２３日（土）・２４日（日） 

        令和４年 １１月１２日（土）・１３日（日）・１５日（火） 
 
 ４ 競技種目・競技会場及び試合開始時刻  競技種目別実施要項参照 
 
 ５ 開会式及び閉会式 
 

ア 開会式               イ 閉会式 
     １ 役員選手集合            １ 役員選手集合 
     ２ 開式                ２ 開式 
     ３ 開会宣言              ３ 成績発表 
     ４ 国旗掲揚              ４ 表彰 
     ５ 大会旗掲揚             ５ 審判長講評 
     ６ 優勝杯返還及びレプリカ授与     ６ 大会会長挨拶 
     ７ 大会会長挨拶            ７ 国旗、大会旗降納 
     ８ 審判長注意             ８ 閉会宣言 
     ９ 選手宣誓              ９ 閉式 

１０ 閉式 
 

ウ 開会式及び閉会式配列図 
 

 競技役員   正  面   関係教職員  
                   

熊
本
高
専
（
八
代
） 

 

沖 

縄 

高
専 

 

鹿
児
島 

高
専 

 

都 

城 

高
専 

 

熊
本
高
専
（
熊
本
） 

 

大 

分 

高
専 

 

佐
世
保 

高
専 

 

北
九
州 

高
専 

 

有 

明 

高
専 

 

久
留
米 

高
専 

 
    （注） １ 正面に向かって、右側から構成校順に整列する。 
          ただし、担当校は左端に整列する。 
        ２ 各会場とも開会式は、予定時刻３０分前に指定された場所に集合すること。 
        ３ 選手団の服装は、各高専で定められたものを着用する。 
        ４ 開会式及び閉会式の式次第は総合的なものを想定しており、各競技の実態に合 

わせて変更可能とする。 
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 ６ 参加資格  九州沖縄地区国立高等専門学校に在学する学生とする。 
 
 ７ 競技方法  競技種目別実施要項による。 
 
 ８ 表彰 

（１）学校対抗（団体の部）の優勝校に優勝杯を、準優勝校に準優勝杯を授与し、１～３位 
入賞校に賞状を授与する。 

  （２）優勝杯及び準優勝杯は、それぞれ持廻りとする。 
  （３）前回優勝校にレプリカを授与する。 
  （４）個人対抗（個人の部）の各種目の１～３位入賞者に賞状を授与する。 
 

９ 選手の変更 
    参加申込後の変更は、原則として認めない。 
    ただし、やむを得ない選手の変更については、監督会議において承認を得るものとする。 
 
１０ 監督会議 
    競技種目別に定められた日時及び場所で行う。 
    出席者は、監督及び学生代表を原則とし、詳細は競技ごとに定める。 
 
１１．全国大会出場資格 

本大会において、次に該当するものは第５７回全国大会の出場権を得るものとする。 

（１）陸上競技及び水泳における各種目別上位男子３位、女子２位までの入賞者。

ただし、リレーは上位入賞２チームとする。 

（２）陸上競技のこの大会における男子３位、女子２位までの入賞者は、全国高等専門学校体育

大会への出場権を得ることになる。男子リレー種目は、２位までの入賞チーム、有効期間内

における公認記録の全国上位８チームとする。男子は１人２種目以内(リレー種目は除く)、

開催校（又は開催地区）出場枠は各種目１名（１チーム）とする。女子は（３）の種目を

除き２種目以内とする。 

（３）下記の種目は標準記録を設け下記のような選出方法を行う。 

・ 男子 400mH：59 秒 00、3000mSC：10 分  30 秒 00、棒高跳：3m50 

・ 女子 200m：28秒60、3000m：12分00秒00、100mH：17秒90、4×100mR：56秒00、  

 走高跳：1m40、円盤投：23m00、やり投：25m00 

・ 男子 400mH は有効期間内の公認記録上位 24 名以内、3000mSCと棒高跳 は 16 名以内とする。 

・ 女子 200m、3000m、100mH、走高跳、円盤投及びやり投は有効期間内の公認記録上位16 

名以内とする。 

（４）陸上競技における公認記録の有効期間について、男子リレー種目は令和４年４月１日

から令和４年７月１８日までとし、これ以外の種目については令和３年４月１日から令

和４年７月１８日までとする。 

（５）バスケットボール（男）、バ スケットボール（女）、バレーボール（女）、ソフトテニ

ス、卓球（女）、剣道（女）、硬式野球については、それぞれの優勝チームのみとする。 

（６）バレーボール(男)、卓球（男）、柔道、剣道（男）、サッカー、ハンドボール、ラグビ

ーフットボール、テニス、バドミントン(男)、バドミントン（女）については、上位入賞

２チームとする。ただし、ラグビー部合同チームの参加について、全国大会への出場権

は認めない。 
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（７）ソフトテニスにおける個人戦は、上位入賞者男子ダブルス３組、女子ダブルス２組と

する。 

（８）卓球における個人戦は、上位入賞者男子シングルス２名、女子シングルス上位２名以

内、男子ダブルス２組、女子ダブルス２組以内とする。 

（９）柔道における個人戦は、級別上位入賞者男子２名、女子３名以内とする。 

（10） 剣道における個人戦は、上位入賞者男子４名以内、女子３名以内とする。 

（11） テニスにおける個人戦は、上位入賞者男子シングルス２名、女子シングルス２名、男 

子ダブルス２組、女子ダブルス２組とする。 

（12） バドミントンにおける個人戦は、上位入賞者男子シングルス２名、女子シングルス２ 

名、男子ダブルス２組、女子ダブルス２組とする。 

（13）開催校枠を保持している全国開催校のチーム・選手が上記規程の順位内に入った場合、 

バスケットボール（女）、バレーボール（女）、バドミントン（女団体戦）を除いた競技 

については、上記規定の順位の１つ下の順位に入ったチーム・選手（複数該当する場合 

はその中から代表決定戦により選出されたチーム・選手）も、全国大会への出場権を得 

るものとする。 

（14）地区代表として１名も選抜されなかった学校は、その学校の最も優れた選手を開催種 

目の個人競技種目（リレー種目を除く。）のいずれか１種目に、１名又は、１組を出場さ 

せることができる。 

 
１２．そ の 他 

（１）担当校は、大会の運営について競技上の事故防止等に十分配慮すること。 

（２）担当校は、気象警報発令時及び災害発生時においては、競技参加者及び大会関係者の安

全を第一として競技実施の有無その他対応について判断し、決定した内容について速やか

に参加校ほか関係機関に連絡することとする。各参加校においても、学校内の連絡先を点

検し、連絡体制を確立しておくこととする。 

（３）競技中の負傷については、各担当会場校で応急処置を施すが、その後の処置は参加校で

行うものとする。 

（４）選手は、健康保険証を必ず持参すること。 

（５）高専学生として品位と節度のある応援を行うこと。 

（６）新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、各競技で定める「新型コロナウイルス

感染症対策ガイドライン」を遵守すること。 

なお、各競技団体におけるガイドラインの更新や各地域の感染状況を踏まえ、ガイドラ

インを修正する場合がある。 

最新のガイドラインは、各競技担当校から参加高専に通知するものとする。
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参  加  校  
 
 

 
      学    校    名 
 

 
     住 所 ・ 電 話 番 号 
 

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  久留米市小森野１－１－１ 
 
  ＴＥＬ  ０９４２－３５－９３１７ 
 

有 明 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
 大牟田市東萩尾町１５０ 
 
  ＴＥＬ  ０９４４－５３－８８６１ 
 

北 九 州 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  北九州市小倉南区志井５丁目２０－１ 
 
  ＴＥＬ  ０９３－９６４－７２３３ 
 

佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  佐世保市沖新町１－１ 
 
  ＴＥＬ  ０９５６－３４－８４２０ 
 

熊本高等専門学校（熊本キャンパス） 

 
  合志市須屋２６５９－２ 
 
  ＴＥＬ  ０９６－２４２－６２２９ 
 

熊本高等専門学校（八代キャンパス） 

 
  八代市平山新町２６２７ 
 
  ＴＥＬ  ０９６５－５３－１２３３ 
 

大 分 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  大分市大字牧１６６６ 
 
  ＴＥＬ  ０９７－５５２－６３６５ 
 

都 城 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  都城市吉尾町４７３－１ 
 
  ＴＥＬ  ０９８６－４７－１１３５ 
                            

鹿 児 島 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  霧島市隼人町真孝１４６０－１ 
 
  ＴＥＬ  ０９９５－４２－９０１５ 
                            

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校                

 
  名護市字辺野古９０５ 
 

ＴＥＬ  ０９８０－５５－４０３２ 
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学　　校　　名 教職員 監督 コーチ マネージャー 選手 その他 計

7 6 56 15 89

( 1 ) ( 3 ) ( 10 ) ( 1 ) ( 15 )

6 6 6 98 38 154

( 1 ) ( 1 ) ( 5 ) ( 29 ) ( 8 ) ( 44 )

6 69 86

( 4 ) ( 18 ) ( 22 )

5 86 5 106

( 4 ) ( 22 ) ( 1 ) ( 27 )

33 43

( 6 ) ( 6 )

5 9 56 9 85

( 1 ) ( 4 ) ( 15 ) ( 2 ) ( 22 )

4 48 2 64

( 2 ) ( 10 ) ( 1 ) ( 13 )

5 6 48 3 68

( 1 ) ( 6 ) ( 7 ) ( 2 ) ( 16 )

10 94 26 147

( 9 ) ( 22 ) ( 4 ) ( 35 )

2 5 3 31 45

( 1 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 10 ) ( 15 )

16 53 41 58 619 100 887

( 1 ) ( 3 ) ( 4 ) ( 39 ) ( 149 ) ( 19 ) ( 215 )

0

2

4

566

42

451

23140

鹿児島工業高等専門学校

沖縄工業高等専門学校

461

26

51

（注）女子は内数として（　）内に記入

（担当校）熊本高等専門学校（八代キャンパス）

計

大　会　参　加　者　数

久留米工業高等専門学校

有明工業高等専門学校

北九州工業高等専門学校

佐世保工業高等専門学校

熊本高等専門学校（熊本キャンパス）

1 4

0

0

熊本高等専門学校（八代キャンパス）

大分工業高等専門学校

都城工業高等専門学校
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バドミントン競技実施要項 
 
 
１．主   催  熊本高等専門学校（八代キャンパス） 

         九州沖縄地区国立高等専門学校体育連盟 

２．主   管  九州沖縄地区国立高等専門学校体育連盟バドミントン競技専門部 

熊本県バドミントン協会、八代市バドミントン協会 

３．後   援  熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、八代市、八代市教育委員会、熊本日日

新聞社、ＲＫＫ、ＴＫＵ、ＫＫＴ、ＫＡＢ 

４．期   日  令和４年７月１日(金)・２日（土）・３日(日) 

５．会   場  八代トヨオカ地建アリーナ（八代市総合体育館） 熊本県八代市緑町 11-1 

６．チーム人員  男女とも監督・コーチ・マネージャー各１名及び選手各８名以内とする。 

７．競 技 規 則  2022 年度（公財）日本バドミントン協会競技規則による。 

８．使用シャトル・使用器具  2022 年度(公財)日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び第

１種検定合格水鳥球（ニューオフィシャル：YONEX）を使用する。 

９．競 技 方 法 

 Ⅰ 団体戦の部 

 （１）男女出場校によるトーナメント方式で行う。 

 （２）2021 年度全国高専大会（岩手）の成績を元に第２シードまで行う。 

 （３）チーム編成は 4名～8名とする。 

 （４）試合の形式は、1複 2単（複，単，単）とし、同一選手の単・複の重複は認めない。 

 （５）団体戦の勝敗が決した場合、それ以降の試合は打ち切りとする場合がある。 

 （６）全国大会出場校を決定させるため、出場決定戦を行う場合がある。 

 Ⅱ 個人戦の部 

 ［１］男子の部 

  （１）１校につき、単６名以内、複３組以内によるトーナメント方式で行う。 

  （２）シードは、2021 年度全国高専大会（岩手）の成績を元に第２シードまで行う。必要に応

じて 2021 年度全国高専大会（岩手）の成績を元にベスト４までを順次繰り上げる。（ただ

し、順位を決定させる必要がある場合は、第１位に負けた方を第３位、第２位に負けた方

を第４位とする。） 

 ［２］女子の部 

  （１）１校につき、単４名以内、複２組以内によるトーナメント方式で行う。 

  （２）シードは、2021 年度全国高専大会（岩手）の成績を元に第２シードまで行う。必要に応

じて 2021 年度全国高専大会（岩手）の成績を元にベスト４までを順次繰り上げる。（ただ

し、順位を決定させる必要がある場合は、第１位に負けた方を第３位、第２位に負けた方

を第４位とする。） 

  （３）全国大会出場者を決定させるため、出場決定戦を行う場合がある。 

10．注意事項・その他 

 （１）男女団体戦及び男女個人戦の組み合わせは監督会議で決定する。その際、エントリーは事

前に提出されたシード用紙に従う。 

 （２）団体戦及び個人戦とも第３位まで表彰する。 

 （３）服装 

   ア 競技時の服装（ユニフォーム）は、色つき着衣を使用する場合は (公財)日本バドミント

ン協会審査合格品とする。 
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   イ 選手の上衣の背面中央に縦 15 ㎝、横 30 ㎝程度の大きさで、学校名と選手の姓又は都道

府県名と学校名が明瞭に区別できる配色で明示する。 

   ウ 開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装（ユニフォーム）又は、トレー

ニングウエアとする。 

 （４）大会の運営進行を円滑に行わせるため、個人戦の一部を簡易ルールで行う場合がある。 

 （５）競技進行状況により、試合開始時刻或いはコートを変更する場合がある。 

 （６）大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的

には利用しない。 

 （７）別紙「第59回（令和４年度）九州沖縄地区高専体育大会バドミントン競技における新型コ

ロナウイルス感染症対策ガイドライン」を遵守すること。 

   また、大会会場の新型コロナウイルス感染拡大防止対策方針に従い、感染拡大防止に最善を

尽くすこと。 
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第５９回（令和４年度）九州沖縄地区⾼専体育⼤会バドミントン競技における 
新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

 

 

１．大会関係者について 

  大会関係者（大会に関わる人）は、選手・監督・コーチに加え、その他学生、大会スタッフを

対象とする。 

  ・ 選手及び指導者、大会スタッフ等の関係者の総数を想定して感染症拡大防止対策を検討す

る。 

  ・ 大会スタッフ等の体調確認を行う。 

    運営に関わる全てのスタッフの検温を実施し、書類（別紙１）による体調の確認を行う。 

  ・ 大会関係者は、常時マスクを着用する。水分補給を促し、熱中症対策も講じる。 

  ・ 大会実施にあたっては、（別紙２）当日に関する確認事項（大会関係者向け）により確認

を行う。 

 

２．会場内に関する確認事項 

（１）会場出入口等 

  ・ 運営上支障のない範囲でドアを常時開放する（換気とドアへの接触を防ぐため） 

  ・ 開場時に人数を区切って入場させる（事前に来場時間分けを行うなど来場時間を分散す

る） 

  ・ 下駄箱の利用を禁止する（各自ビニール袋等で自己管理等を行う） 

  ・ 密を避けるため、組み合わせやタイムテーブルの貼付は行わない。 

（２）トイレ、手洗い場所 

  ・ 関係者が触れると考えられる場所（洗面台、ドアノブ等）をこまめに消毒する。 

  ・ 洗面所には、石鹸（ポンプ型が望ましい）やアルコール等の手指消毒剤を用意する。 

  ・ 手指乾燥機は使用しない。 

（３）更衣室、食事・休憩・待機スペース（参加者） 

  ・ 更衣室の使用については、施設管理者が定める基準に従い、人数制限・利用方法を定め、

シャワーは使用せず、更衣のみとする。 

  ・ 食事は、飛沫が発生し感染リスクが高いことから、指定した場所のみで行い、密にならな

いよう感染拡大防止を徹底する。屋外での食事を推奨する。 

  ・ 参加者の待機スペースは、指定した場所とする。 

  ・ 定期的な消毒を行う。 

（４）大会本部及び関係者控室 

  ・ 大会本部の設置は、密を避けるように配置し、適切な運営スペースを確保する。 

  ・ 関係者控室は、なるべく多くの部屋を確保し、密を避けるようにする。 

    ただし、確保が困難な場合は、飛散防止シート等の設置、利用人数の制限を行う。 

  ・ 可能な限り常時、窓や扉を開放する。難しい場合は、換気をこまめに行う。 

  ・ 運営物品や共用物等は、定期的に消毒を行う。 

  ・ 大会会場で体調不良者が発生した際に、隔離待機させる部屋を用意する。 

    （選手対応として、選手以外の関係者は帰宅させる） 

（５）競技会場（競技スペース）及び競技関係用具類等 

  ・ 遮光性に配慮の上、可能な限り窓や扉を開放して行う。 

  ・ 窓や扉の開放ができない場合は、換気の悪い密関空間とならないよう十分な換気を行う。

その際は、換気のタイミングや換気時間等を決め、事前に周知する。 

    なお、常時換気できる設備がある場合は、可能な限り使用する。 

  ・ コートサイドには、選手が使用するカゴやドリンクケースを設置しない。 

    選手は、各自バッグを持参して、飲み物も各自バッグに収容すること。 
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  ・ 個人戦コーチングシート席は２席とし、使用は必ず消毒する。 

  ・ コートのモップ掛けは定期的に行う。 

  ・ 毎試合終了後、審判台・サービスジャッジ席・線審席・コーチ席・サービス高測定器・得

点板等を消毒する。 

（６）競技関係者及び競技中の確認事項 

  ・ 主審、サービスジャッジ、線審、得点係等は、マスク（フェイスシールド）を着用する。 

    また、水分補給を促し、熱中症対策を講じる。 

  ・ サービスジャッジ、線審は必要に応じて手袋（ビニール／ゴム）を使用する。 

  ・ 選手同士や審判員との握手は行わない。 

  ・ トスは、フィジカルディスタンスを確保して行う。 

  ・ 飛沫防止対策のためコールは、必要最小限とする。 

   ⇒ 「プレイ」「フォルト」「レット」「ゲーム」等で行う。 

   ⇒ 大会運営上支障のない場合サービスジャッジは、違反の種類を示す指定の合図を行い、

コールはしない。 

   ⇒ 大会運営上支障のない場合、線審は、指定の合図を行い、コールをしない。 

     （主審とのアイコンタクトが重要） 

   ⇒ 大会運営上支障のない場合、得点板がある場合は、ポイントのコールをしない。 

  ・ シャトルの交換は、選手がシャトルを直接筒から取り出すか、シャトル係が手袋を着用し

て選手に渡す。シャトルの交換時は、選手が回収ボックスに入れる。 

（７）観客の管理 

  ・ 発熱（37.5°C 以上）者の入場を禁止する。 

  ・ マスクの着用を徹底（マスクが着用できないケースについては個別に対応）し、出入口付

近や通路にアルコール等の手指消毒剤を設置する。 

  ・ 観客同土が密な状態にならないように、あらかじめ定員を設定し間隔を空けるなど配慮す

る。 

  ・ 一斉に観客の移動が発生し、密になりそうな場合は、主催者の指示に従うこと。 

  ・ 応援は、声援を不可とし、拍手や指定した鳴り物に限定し、指定した席で行う。 

    席を移動しての応援や手すりからの応援は控えること。 

    会話をする場合は、マスクの着用を励行すること。 

（８）ゴミの処理 

  ・ 感染症拡大防止の観点から各自持ち帰り自宅で処分すること。 

  ・ 大会運営上発生したゴミは、マスク・手袋を着用した上で回収して破棄し、作業後は、必

ず手を洗い、手指を消毒する。 

 

３．参加にあたっての留意事項 

  大会参加にあたっては、事前に以下の留意事項を確認すること。 

  参加者の安全を確保するため、これを遵守できない参加者には、大会前・大会中に関わらず参

加資格を取り消したり、途中退場を求めたりすることがある。 

（１）次の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせる。 

  １）体調がよくない（例：発熱・咳・倦怠感などの症状がある） 

  ２）同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 

  ３）過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の隔離期間を必要とされている国、地域等への

渡航又は当該在住者との濃厚接触がある 

（２）参加者の当日の体調を確認し、受付にて別紙１「大会参加関係者健康状態確認シート」を提

出する。 

（３）マスクの持参・着用 

  競技を行っていない時や、競技中の競技者以外はマスクを着用すること。 
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（４）手洗い、アルコール等による手指消毒等による日常の感染症予防の実施 

（５）他の参加者、大会関係者等との距離の確保（できるだけ 2ｍ以上） 

（６）大きな声での会話や応援（声援）の禁止 

（７）感染防止のために主催者が決めた措置の遵守、主催者の指示に従う 

（８）参加にあたっては、別表２（当日に関する確認事項（選手向け））を必ず確認すること。 

 

４．その他の留意事項 

  大会関係者から感染者が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに十分注意し、大会当日に大

会関係者から提出された書面や大会申込み用紙は、１か月以上は保管するものとする。 

  大会終了後に、大会関係者から感染症を発症したとの報告があった場合や会場周辺の生活圏に

おいて感染拡大の可能性が報告された場合の対応方針については、開催自治体（保健所・保健セ

ンターなど）とあらかじめ検討を行い、保管した書類は、速やかに確認・提出可能な状態にして

おく。 

 

 

別紙 １ 

 

大会参加関係者健康状態確認シート 

学 校 名  

記 載 代 表 者 氏 名  

住 所  

連絡先（電話番号）  

 

出場種目 

試合番号 
氏  名 性別 年齢 

当日朝の 

検温 

37.0℃ 

以上の熱 

咳 

（せき） 
のどの痛み 倦怠感 

過去14日以内に政府から
観察期間を必要とされて
いる国・地域への渡航 
又は当該在住者それに 
該当する者との濃厚接触 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

     有・無 有・無 有・無 有・無 有・無 

記⼊⽇）   年   ⽉   ⽇   時   分   
 

※ 本用紙を記入するときにはメ－ルや電話などの方法で聞き取りを行い、接触の機会を減らし記入す

るようにしてください。 

※ 本用紙で提出していただきました個人情報は本大会以外には使用しません。また、所定の保管期間

後には適切に処分いたします。  
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別紙 ２ 

 

当日に関する確認事項（大会関係者向け） 

□ マスクの適切な着用がされている 

□ 会場の換気が適切に実施されている（定期的な換気又は窓・ドアの開放） 

□ 各所ドアの常時開放（ドアへの接触を防ぐため） 

□ 下駄箱の利用禁止（各自ビニール袋で、自己管理） 

□ 入場可能者の管理・チェック（特定できない人が入らない様にする） 

□ 入場制限（当日周知掲示） 

□ 受付担当者はプログラムや関係資料などを受け取ったり手渡したりするため、手袋の着

用などが検討されている 

（受け渡す時に、机にいったん置いたものを受け取ってもらうようにするなどの対応を

取る等） 

□ 人と人が対面する場所（受付・本部席等）が密にならないような工夫がされている 

十分なスペースが確保できない場合は、アクリル板、透明ビニールカーテンなどで遮蔽

されている（定期的な消毒を実施する） 

□ 会場内で、咳など体調不良の症状がある人の巡回を行う 

（必要に応じて検温し、帰宅してもらう） 

□ 全てのゴミの持ち帰りの事前周知（場合によってはゴミ箱の撤去をする） 

□ 利用者に食事場所が周知されており、遵守されている 

□ 役員審判控室や更衣室・洗面所など人数制限を行い、適切に守られている 

□ 更衣室・洗面所の利用ルールが守られている 

□ 待機位置の目印や案内の設置 

□ 選手控え利用場所の観客席などの区画指定、案内がされている 

□ 各所に消毒剤が適切に準備・設置されている 

□ 施設の定期的な消毒（洗面台・観客席・手すり・机・椅子等）がされている 

□ 筆記具・ボード、など共用品の定期的な消毒がされている 

□ 毎試合終了後、審判台・サービスジャッジ席・線審席・コーチ席・サービス高測定器・

得点板等を消毒のうえ、コートにモップを掛けて退場している 
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別紙 ３ 

 

当日に関する確認事項（選手向け） 

□ 外出前に健康状態確認シートに記入する（受付時に提出） 

□ 
37.5℃以上で、体調に異変を感じた時には参加を中止する 

（棄権の時は会場に行かず、メール及び電話で伝える） 

□ 外履きは袋に入れて自分の手元に置く（下駄箱の使用しない） 

□ 観戦は、指定された場所や席、又は距離を空けて行い、席は移動しない 

□ 待機時など試合以外はマスク着用する 

□ ウォーミングアップは、距離を空けて行う 

□ コートへの入退場時は一定の距離を保った上で、指定の時間にコートに入る 

□ 挨拶の際は十分な距離を取り、審判・選手と握手は行わない 

□ 試合中、意図的な声出しを極力しない 

□ コートサイドには各自バッグ等を持参し、飲み物も各自のバッグに収容する 

□ ラケット、タオルの貸借をしない 

□ 汗をコート・コートサイドに投げることは絶対にしない 

□ 汗拭きはモップもしくは所定の用具を使用し行う 

□ 万が一 飲料をこぼしたときにはモップで拭き取る（自身のタオルを使用しない） 

□ シューズの裏を手で拭くことはしない 

□ プレーヤー又はコーチとハイタッチ等を行わない 

□ コーチングは一定の距離を保った上で、必要最小限に短時間で行う 

□ 更衣室での密を避けるためにも定員が設定されている場合は遵守する 

□ 
更衣室の利用については、施設管理者や大会主催者が定める基準に従い、人数制限・利

用方法を定める 

□ 施設にある手指乾燥機は使用しない 

□ 全てのゴミを持ち帰り自宅で処分する（感染症拡散防止の観点から） 

 

 ※ 感染症対策を遵守し、37.5℃以上あるなど体温に異常がみられる場合や、体調が優れな

い場合には大会会場へ行かずに棄権してください。 

   クラスターを発生させないことが、最優先です。 
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（１） 団体戦の部

組合せ及びタイムテーブル

・男子団体（7校）

鹿児島 A

大分 F

MT-4

MT-6

MT-1

佐世保 D

有明 C

MT-2

八代 E

MT-5

熊本 G

MT-3

北九州 B

16



WT-5

WT-1

大分 D

佐世保

女子団体戦(6高専)

WT-4

C

WT-2

北九州 F

有明 B

八代 A

WT-3

鹿児島 E

17



ｐ

・男子シングルス

MS-26

MS-25

MS-27

MS-34

MS-35

MS-36

MS-53

大高夏生(熊本（熊本）) G6
MS-30 MS-38

G4 中村壮志(熊本（熊本）)

クー・ウェイ・タオ(佐世保) D1 B1 田上梨緒(熊本（八代）)

井田匡彦(久留米) F2 H2 大城晴翔(沖縄)

小林紀博(北九州) E4 D4 牟田雄大(佐世保)
MS-11 MS-22

E6 井上颯太(北九州)

宇佐美敦也(大分) A5

MS-42 MS-46

C4 松永幸丸(鹿児島)
MS-10 MS-21

〆亮吾(熊本（八代）) B2 F3 田代滉太(久留米)
MS-9 MS-20

藤岡匠(有明) I4
MS-29 MS-37

MS-8

相葉洵之介(鹿児島) C2

上畑蓮(有明)
MS-7 MS-19

樋口智也(久留米) F4
MS-28

F5 内田開(久留米)

西田昌平(有明)

G1 杉下勇輝(熊本（熊本）)

＊＊＊＊(沖縄) H6

MS-41 MS-45

B5 坊村希龍(熊本（八代）)
MS- 6

E1吉田翔太(北九州)

MS-18

川口聖英(大分) A4 E3 渡辺成銘(北九州)

新垣征士(熊本（熊本）) G2

MS-48 MS-50

I2

I5 A2 伊藤陸斗(大分)

飯塚優(沖縄) H1 F1 武富康斗己(久留米)

樋口雅人(佐世保) D3 D2 永石隼大(佐世保)

山口惺司(熊本（熊本）) G3 I3 松山和樹(有明)
MS- 5 MS-17

＊＊＊＊(沖縄)

北迫生海(鹿児島) C5

MS-40 MS-44

A6 松尾健誠(大分)
MS- 4 MS-16

MS-15

大野倫太郎(有明) I1
MS-33

安達琢真(熊本（八代）) B4 C6 宮里七星(鹿児島)

H3 A3 吉田泰乃亮(大分)
MS- 2

MS-47

阿比留弘平(鹿児島) C3 B3 長蓮成(熊本（八代）)

MS-51 MS-52

E2 村瀬翔(北九州)

小橋陸太(佐世保) D5
MS-24 MS-32

G5 松本悠斗(熊本（熊本）)

小林優斗(久留米) F6 D6 東川尚耶(佐世保)

H5

（２） 個人戦の部

東保佑典(大分) A1 C1 谷山嘉隆(鹿児島)

MS-23 MS-31
冨田悠一朗(熊本（八代）) B6 I6 下川水希(有明)

MS- 1

MS-39 MS-43

MS-12

MS-49

MS-13

MS- 3 MS-14

田畑束爽(北九州) E5 H4 ＊＊＊＊(沖縄)

ヒュー叙主亜(沖縄)

 82
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・男子ダブルス

田上梨緒・〆亮吾(熊本（八代）) A1 A12

MD-12
＊＊＊＊・＊＊＊＊(沖縄) C3 C32

MD-24

MD-2
松永幸丸・阿比留弘平(鹿児島) G2 G22

MD-13
村瀬翔・高橋征弥(北九州) E3 E32

MD-3

MD-20

MD-1
藤岡匠・松山和樹(有明) B2 B22

 永石隼大・森﨑皓士(佐世保)

MD-21

武富康斗己・樋口智也(久留米) H1 H12

MD-4
＊＊＊＊・＊＊＊＊(沖縄) C2 C22

伊井拓哉・宇都宮聡太(大分) F2 F22
MD-5

池内大輝・桑原学人(久留米) H3 H32
MD-15

MD-16
西田昌平・下川水希(有明) B3 B32

I1 I12

的山竜大・吉田翔太(北九州) E1 E12

樋口雅人・堀江皓太(佐世保) I3 I32

I2 I22

小田原悠太・杉下勇輝(熊本（熊本）) D1 D12

ヒュー叙主亜・大城晴翔(沖縄) C1 C12

G12
MD-9

渡辺成銘・小林紀博(北九州) E2 E22

MD-26

MD-14

MD-22

MD-6
田代滉太・井田匡彦(久留米) H2 H22

長蓮成・安達琢真(熊本（八代）) A2 A22

MD-25

MD-7
大高夏生・武藤大輝(熊本（熊本）) D3 D32

伊藤陸斗・東保佑典(大分) F1 F12

谷山嘉隆・相葉洵之介(鹿児島)

牟田雄大・小橋陸太(佐世保)

MD-19

大野倫太郎・上畑蓮(有明) B1 B12

北迫生海・宮里七星(鹿児島) G3 G32
MD-17

MD-8

D2 D22
MD-11

川口聖英・吉田泰乃亮(大分) F3 F32

MD-18
ムゲン・グナセカラン・梅木心(熊本（八代）) A3 A32

MD-23

MD-10

松本悠斗・中村壮志(熊本（熊本）)

G1

 83
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WS- 1

竹下ほのか(熊本（八代）) A1

WS-17 WS-21

＊＊＊＊(久留米) D4

松本歩華(佐世保) G3

WS-25

冨田一夏(有明) F2

新垣紗久(沖縄) C2

WS-18

WS-3

WS-2

長谷川葵(鹿児島)

C1 金城紗彩(沖縄)

B4 三浦由衣(大分)

WS-9

小森田夏実(熊本（八代）)

E3

WS-10

A2*

H2 井手一乃(北九州)

WS-11

元田怜奈(鹿児島)

G4 宮本真希(佐世保)E4

緒方三葉(有明) F3

長尾咲希(大分) B3

齊野平星那(鹿児島) E1

佐藤瑞紀(北九州) H1

川﨑暖花(北九州) H4

WS-4

金丸愛心(久留米)D3

堤菜帆(久留米)D2*

近藤しずく(佐世保)G1

WS-13

A3* 沖田梓帆(熊本（八代）)

中田涼香(有明)F1

WS-22

WS-27

・女子シングルス

大城香穂里(大分)B1*古賀詩織(久留米) D1

WS-8

WS-12

WS-5
WS-31

WS-24

坂口奈々(熊本（八代）) A4

森日香琉(大分) B2

WS-26

WS-6

※A1とB1をシードとする。同一校から２人のシード選手が出た場合は、A2をA3、A3をD2、D2をB1、B1をA2へ、それ
ぞれ変更する。
※参加校が10校に満たない場合は、別途監督会議で決定する。

木付和香子(有明)F4

若松琴音(鹿児島)E2

＊＊＊＊(沖縄) C3

WS-28

C4 ＊＊＊＊(沖縄)

WS-15

奥野楓花(北九州)H3

平畑美空(佐世保) G2

WS-7

WS-16

WS-14

WS-19 WS-23

WS-29 WS-30

WS-20
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・女子ダブルス

近藤しずく・平畑美空(佐世保) A1

WD-1

＊＊＊＊・＊＊＊＊(沖縄) G2

WD-9

奥野楓花・加来莉紗都(北九州) C2

WD-13

WD-2

堤菜帆・古賀詩織(久留米) H1

齊野平星那・若松琴音(鹿児島) E1

WD-3

沖田梓帆・中島朝陽(熊本（八代）) B2

WD-10

木付和香子・緒方三葉(有明) F2

WD-4

WD-15

森日香琉・三浦由衣(大分) D1

佐藤瑞紀・井手一乃(北九州) C1

WSD-5

元田怜奈・本田美乃莉(鹿児島) E2

B1*

WD-14

WD-6

中田涼香・冨田一夏(有明) F1

金城紗彩・新垣紗久(沖縄) G1

WD-7

長尾咲希・池辺真央(大分)

WD-11

川島真里明・川島優美子(佐世保) A2*

※ A1とB1をシードとする。
　同一校から2組のシードペアが出た場合、A2をB1、B1をA2へ、それぞれ変更する。

D2

WD-12

金丸愛心・佐藤りん(久留米) H2

WD-8

竹下ほのか・小森田夏実(熊本（八代）)
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1日目　令和4年7月１日(金)　団体戦

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

13:50

14:00

2日目　令和4年7月２日(土)　団体戦，個人戦(シングルス･ダブルス)　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

MS-1 MS-2 MS-3 MS-4 MS-5 MS-6 MS-7 MS-8 MS-9 MS-10 WS-1 WS-2 WS-3 WS-4 WS-5 WS-6

MS-11 MS-12 MS-13 MS-14 MS-15 MS-16 MS-17 MS-18 MS-19 MS-20 WS-7 WS-8 WS-9 WS-10 WS-11 WS-12

MS-21 MS-22 WS-13 WS-14 WS-15 WS-16

MD-1 MD-2 MD-3 MD-4 MD-5 MD-6 MD-7 MD-8 MD-9 MD-10 WD-1 WD-2 WD-3 WD-4 WD-5 WD-6

MD-11 MD-12 MD-13 MD-14 MD-15 MD-16 MD-17 MD-18 MD-19 WD-7 WD-8

MD-20 MD-21 MD-22 MD-23 WD-9 WD-10 WD-11 WD-12

MD-24 MD-25 WD-13 WD-14

MD-26 WD-15

3日目　令和4年７月3日(日)　個人戦(シングルス)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

MS-23 MS-24 MS-25 MS-26 MS-27 MS-28 MS-29 MS-30 MS-31 MS-32 MS-33 MS-34 MS-35 MS-36 MS-37 MS-38

WS-17 WS-18 WS-19 WS-20 WS-21 WS-22 WS-23 WS-24

MS-39 MS-40 MS-41 MS-42 MS-43 MS-44 MS-45 MS-46

WS-25 WS-26 WS-27 WS-28 MS-47 MS-48 MS-49 MS-50

WS-29 WS-30 MS-51 MS-52

WS-31 MS-53

13:00

大体育室

換気（10分）

閉会式

タ　　イ　　ム　　テ　　ー　　ブ　　ル

小体育室

開会式

MT-5 MT-6

WT-４ WT-５

MT-7

MT-1 MT-2

MT-3 MT-4

換気（10分）

換気（10分）

換気（10分）

15:00-16:00

9:00-10:00

10:00-11:00

11:00-12:00

12:00-13:00

12:00-13:00

換気（10分）

換気（10分）

9:00-10:00

10:00-11:00

11:00-12:00

13:00-14:00

換気（10分）

換気（10分）

換気（10分）

WT-3

WT-6

15:00-16:00

14:00-15:00

WT-1 WT-2
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●  熊 本 会 場 
 

１ 監督会議日時及び会場 

種 目 日 時 会 場 

陸    上 ７月 １日（金） １６：００ えがお健康スタジアム 103号室 

ソフトテニス ７月 ８日（金） １６：００ パークドーム熊本 会議室 

バドミントン ７月 １日（金） １３：００ 
八代トヨオカ地建アリーナ 会議室 

（八代市総合体育館） 

水        泳 ７月 １日（金） １６：００ アクアドームくまもと 会議室 

ハンドボール ６月２９日（水） １５：３０ 熊本県立総合体育館 会議室 

ラクビーフットボール １１月１１日（金） １６：００ 熊本高専八代キャンパス一般棟２階大会議室 

 
２ 開会式日時及び会場 

種 目 日 時 会 場 

陸    上 ７月 ２日（土）  ９：３０ えがお健康スタジアム 

ソフトテニス ７月 ９日（土）  ９：００ パークドーム熊本 コート 

バドミントン ７月 １日（金） １４：３０ 
八代トヨオカ地建アリーナ 

（八代市総合体育館） 

水        泳 ７月 ２日（土）  ９：００ 
アクアドームくまもと 

メインプール プールサイド 

ハンドボール ６月２９日（水） １７：００ 熊本県立総合体育館 

ラクビーフットボール １１月１２日（土） １０：００ 熊本県営八代運動公園 多目的広場 

 
３ 緊急病院 

種 目 病 院 名 住所・電話番号 

陸    上 熊本赤十字病院 
熊本市東区長嶺南2丁目1番1号 

TEL: 096-384-2111 

ソフトテニス （同上）     （同上） 

バドミントン 熊本総合病院 
熊本県八代市通町10-10 

TEL: 0965-32-7111 
 

 

水        泳 

あきた病院 
熊本県熊本市南区会富町1120 

TEL: 096-227-1611 

社会福祉法人 恩賜財団 
済生会熊本病院 

熊本市南区近見5丁目3番1号  

TEL: 096-351-8000 

ハンドボール 
国立病院機構  

熊本医療センター 
熊本市中央区二の丸1-5 

TEL: 096-353-6501 

ラグビーフットボール 熊本総合病院 
熊本県八代市通町10-10 

TEL: 0965-32-7111 
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大会 会場 １ 位 ２ 位
有 明 北 九 州

立 石 健 一 児 玉 敬 志 佐 藤 孔 司 田 尻 真 一
城 戸 幸 信 牧 嶋 隆 光 的 場 裕 樹 紫 垣 竜 一
（ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 電 波 ）
田 尻 真 一 矢 野 亨 諸 田 勝 也 牧 嶋 隆 光
（ 熊 本 電 波 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 鹿 児 島 ） （ 有 明 ）
平 田 宏 美 三 次 真 美 上 田 千 代 子 松 下 朋 恵
宮 木 理 恵 紫 垣 智 美 藤 原 佳 子 牛 垣 智 美
（ 有 明 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 八 代 ） （ 鹿 児 島 ）
紫 垣 智 美 松 下 朋 恵 平 田 宏 美 宮 木 理 恵
（ 熊 本 電 波 ） （ 鹿 児 島 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）

有 明 佐 世 保
立 石 健 一 牧 嶋 隆 光 熊 埜 御 堂 武 志 野 崎 昭 宏
城 戸 幸 信 釜 田 和 紀 アズリ・ビン・シャリフ 上 村 大 輔
（ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 佐 世 保 ）

エデイ・スウェイト 田 尻 真 一 牧 嶋 隆 光 立 石 健 一
（ 久 留 米 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）
平 田 宏 美 三 次 真 美 武 田 朋 恵 岩 下 朋 子
宮 木 理 恵 紫 垣 智 美 澤 美 由 紀 島 田 美 緒
（ 有 明 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 佐 世 保 ） （ 北 九 州 ）
紫 垣 智 美 井 上 加 奈 子 澤 美 由 紀 岡 部 裕 子
（ 熊 本 電 波 ） （ 大 分 ） （ 佐 世 保 ） （ 有 明 ）

有 明 佐 世 保
前 田 孝 彦 竹 下 昭 吾 國 本 眞 市 藤 永 和 宏
園 田 高 士 池 田 秀 一 上 村 大 輔 甲 斐 義 樹
（ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 佐 世 保 ） （ 北 九 州 ）

エデイ・スウェイト 城 戸 幸 信 中 田 健 二 釜 田 和 紀
（ 久 留 米 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）
平 田 宏 美 阿 南 典 子 三 次 真 美 野 元 真 生
永 松 瑞 穂 岡 部 裕 子 紫 垣 智 美 城 間 紀 美 子
（ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 鹿 児 島 ）
紫 垣 智 美 永 松 瑞 穂 三 重 野 昌 子 澤 美 由 紀
（ 熊 本 電 波 ） （ 有 明 ） （ 大 分 ） （ 佐 世 保 ）
北 九 州 有 明
藤 永 和 宏 前 田 孝 彦 野 崎 昭 宏 下 村 達 也
甲 斐 義 樹 園 田 高 士 上 村 大 輔 山 下 大 介
（ 北 九 州 ） （ 八 代 ） （ 佐 世 保 ） （ 鹿 児 島 ）

エデイ・スウェイト 甲 斐 義 樹 園 田 高 士 中 村 直 人
（ 久 留 米 ） （ 北 九 州 ） （ 八 代 ） （ 八 代 ）
平 田 宏 美 紫 垣 智 美 臼 井 真 美 大 田 亜 紀 子
永 松 瑞 穂 宮 崎 恵 子 堀 内 智 美 平 田 麻 美
（ 有 明 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 都 城 ） （ 佐 世 保 ）
紫 垣 智 美 永 松 瑞 穂 平 田 宏 美 澤 美 由 紀
（ 熊 本 電 波 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 佐 世 保 ）

八 代 佐 世 保
甲 斐 義 樹 上 村 大 輔 下 村 達 也 小 幡 亮 二
越 智 崇 夫 岩 永 敏 孝 山 下 大 介 神 崎 直 人
（ 北 九 州 ） （ 佐 世 保 ） （ 鹿 児 島 ） （ 鹿 児 島 ）
甲 斐 義 樹 園 田 高 士 山 下 大 介 高 巣 信 哉
（ 北 九 州 ） （ 八 代 ） （ 鹿 児 島 ） （ 有 明 ）
富 田 祐 加 紫 垣 智 美 溝 田 和 美 大 田 亜 紀 子
森 崎 優 子 宮 崎 恵 子 永 松 瑞 穂 平 田 麻 美
（ 八 代 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 有 明 ） （ 佐 世 保 ）
堀 内 智 美 紫 垣 智 美 澤 美 由 紀 臼 井 真 美
（ 都 城 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 佐 世 保 ） （ 都 城 ）
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大会 会場 １ 位 ２ 位
八 代 佐 世 保

吉 開 亮 介 小 川 忠 士 津 下 裕 二 宮 田 真 人
板 橋 明 智 安 倍 誠 仲 地 智 山 下 大 介
（ 有 明 ） （ 佐 世 保 ） （ 熊 本 電 波 ） （ 鹿 児 島 ）
笹 川 修 文 山 下 大 介 吉 開 亮 介 田 中 信 尚
（ 佐 世 保 ） （ 鹿 児 島 ） （ 有 明 ） （ 久 留 米 ）
富 田 祐 加 井 上 加 奈 子 永 松 瑞 穂 肥 後 さ や か
森 崎 優 子 三 重 野 昌 子 神 原 美 保 東 久 美 子
（ 八 代 ） （ 大 分 ） （ 有 明 ） （ 鹿 児 島 ）
堀 内 智 美 永 松 瑞 穂 森 崎 優 子 則 元 由 美
（ 都 城 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ） （ 北 九 州 ）

八 代 熊 本 電 波
岩 本 雄 治 朗 山 田 耕 輔 吉 開 亮 介 津 下 裕 二
園 上 豊 和 熊 丸 太 板 橋 明 智 仲 地 智
（ 八 代 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 熊 本 電 波 ）
園 上 豊 和 岩 本 雄 治 朗 吉 開 亮 介 緒 方 拓 哉
（ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ）
堀 内 智 美 富 田 祐 加 金 子 藍 子 荒 川 裕 美
臼 井 真 美 森 崎 優 子 井 口 陽 子 原 口 真 由 子
（ 都 城 ） （ 八 代 ） （ 久 留 米 ） （ 久 留 米 ）
堀 内 智 美 東 久 美 子 則 元 由 美 森 崎 優 子
（ 都 城 ） （ 鹿 児 島 ） （ 北 九 州 ） （ 八 代 ）
北 九 州 有 明
山 田 耕 輔 吉 開 亮 介 岩 本 雄 治 朗 前 田 泰 幸
有 田 友 紀 板 橋 明 智 園 上 豊 和 緒 方 拓 哉
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ） （ 八 代 ）
園 上 豊 和 山 田 耕 輔 吉 開 亮 介 岩 本 雄 治 朗
（ 八 代 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ）
則 元 由 美 臼 井 真 美 富 田 祐 加 松 田 智 恵
福 本 弥 生 堀 内 智 美 森 崎 優 子 岡 部 広 奈
（ 北 九 州 ） （ 都 城 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ）
福 本 弥 生 則 元 由 美 岡 部 広 奈 堀 内 智 美
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 都 城 ）
北 九 州 八 代
山 田 耕 輔 岩 本 雄 治 朗 前 田 泰 幸 山 崎 崇
有 田 友 紀 園 上 豊 和 緒 方 拓 哉 奥 村 仁 尚
（ 北 九 州 ） （ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 北 九 州 ）
吉 開 亮 介 平 岡 旭 洋 奥 村 仁 尚 山 田 耕 輔
（ 有 明 ） （ 鹿 児 島 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）
則 元 由 美 岡 部 広 奈 丁 畑 か お り 土 佐 あ ゆ み
福 本 弥 生 柿 木 美 紀 富 田 洋 子 成 重 美 紀
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ） （ 北 九 州 ）
福 本 弥 生 則 元 由 美 富 田 洋 子 松 田 智 恵
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ）
北 九 州 佐 世 保
山 田 耕 輔 奥 村 仁 尚 泉 達 也 武 田 大 樹
有 田 友 紀 内 田 裕 和 平 田 憲 章 西 原 正 揮
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）
奥 村 仁 尚 内 田 裕 和 有 田 友 紀 山 田 耕 輔
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）
岡 部 広 奈 松 田 智 恵 秋 吉 慶 子 土 佐 あ ゆ み
柿 木 美 紀 緒 方 里 美 塚 本 祐 理 子 成 重 美 紀
（ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）
柿 木 美 紀 土 佐 あ ゆ み 松 田 智 恵 岡 部 広 奈
（ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）
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大会 会場 １ 位 ２ 位
団体 北 九 州 有 明

山 田 耕 輔 奥 村 仁 尚 上 田 淳 一 盛 高 尚 武
有 田 友 紀 内 田 裕 和 垰 畑 陽 平 緒 方 拓 哉
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 八 代 ）
内 田 裕 和 奥 村 仁 尚 池 上 慶 祐 山 田 耕 輔
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）

団体 有 明 八 代 北 九 州 佐 世 保
岡 部 広 奈 丁 畑 か お り 富 田 洋 子 緒 方 里 美
柿 木 美 紀 幸 村 基 世 栂 野 晴 美 柿 木 美 沙
（ 有 明 ） （ 八 代 ） ( 八 代 ) （ 有 明 ）
栂 野 晴 美 柿 木 美 沙 柿 木 美 紀 富 田 洋 子
（ 八 代 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ）

団体 北 九 州 鹿 児 島
有 田 友 紀 上 田 淳 一 平 田 憲 章 奥 瀬 広 樹
奥 村 仁 尚 垰 畑 陽 平 池 上 慶 祐 吉 浦 博 行
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 佐 世 保 ）
有 田 友 紀 奥 村 仁 尚 池 上 慶 祐 吉 本 俊 之
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 佐 世 保 ）

団体 有 明 八 代 北 九 州 佐 世 保
栂 野 晴 美 柿 木 美 沙 塚 本 祐 理 子 白 石 さ や か
上 田 知 里 立 山 貴 美 恵 秋 吉 慶 子 外 山 奈 緒 子
（ 八 代 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ） ( 大 分 )
栂 野 晴 美 柿 木 美 沙 岡 部 広 奈 富 田 洋 子
（ 八 代 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ）

団体 北 九 州 有 明
垰 畑 陽 平 内 田 裕 和 藤 吉 泰 晴 奥 瀬 広 樹
阿 部 陽 輔 中 嶋 祐 紀 濱 田 大 樹 吉 浦 博 行
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 佐 世 保 ）
内 田 裕 和 玉 井 淳 基 木 村 昂 史 阿 部 陽 輔
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）

団体 有 明 八 代 佐 世 保 大 分
栂 野 晴 美 岡 部 広 奈 柿 木 美 紀 矢 野 暁 子
上 田 知 里 猿 渡 都 柿 木 美 沙 富 田 真 利 子
（ 八 代 ） （ 有 明 ） ( 有 明 ) （ 八 代 ）
栂 野 晴 美 柿 木 美 沙 柿 木 美 紀 富 田 真 利 子
（ 八 代 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ）

団体 北 九 州 有 明
中 嶋 祐 紀 木 村 昂 史 浦 川 智 照 宇 田 将 人
垰 畑 陽 平 堤 良 広 森 誓 山 瀬 智 貴
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 佐 世 保 ） （ 八 代 ）
木 村 昂 史 田 上 拓 弥 池 上 慶 祐 玉 井 淳 基
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）

団体 八 代 有 明 都 城 北 九 州
栂 野 晴 美 猿 渡 都 福 村 美 紗 岐 浜 砂 亜 衣 子
富 田 真 利 子 柿 木 美 沙 坂 口 望 内 木 場 ひ か る
（ 八 代 ） （ 有 明 ） ( 有 明 ) （ 都 城 ）
柿 木 美 沙 栂 野 晴 美 富 田 真 利 子 猿 渡 都
（ 有 明 ） （ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ）

団体 北 九 州 有 明 八 代 久 留 米
木 村 昂 史 池 上 貴 英 宮 本 裕 史 垰 畑 陽 平
堤 良 広 田 上 拓 弥 池 上 慶 祐 阿 部 陽 輔
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）
堤 良 広 垰 畑 陽 平 木 村 昂 史 阿 部 陽 輔

（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）
団体 有 明 八 代 北 九 州 大 分

柿 木 美 沙 浜 砂 亜 衣 子 河 野 杏 奈 平 野 杏 子
福 永 茉 衣 内 木 場 ひ か る 佐 藤 友 香 田 中 舞 菜
（ 有 明 ） （ 都 城 ） ( 北 九 州 ) （ 北 九 州 ）
柿 木 美 沙 栂 野 晴 美 平 野 杏 子 福 永 茉 衣
（ 有 明 ） （ 八 代 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ）
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大会 担当 １ 位 ２ 位
団体 北 九 州 有 明 熊 本 電 波 佐 世 保

堤 良 広 田 上 拓 弥 猿 渡 大 祐 宇 田 将 人
木 村 昂 史 池 上 貴 英 武 川 浩 之 井 上 智 貴
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 八 代 ）
木 村 昂 史 堤 良 広 角 仙 一 齋 藤 剛 志
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 鹿 児 島 ） （ 都 城 ）

団体 八 代 有 明 都 城 大 分
柿 田 千 尋 平 山 み な み 塚 本 真 由 美 飯 沼 七 恵
山 口 祐 佳 清 水 邑 佳 坂 口 望 衛 藤 沙 希
（ 八 代 ） （ 有 明 ） ( 有 明 ) （ 大 分 ）
山 口 祐 佳 吉 田 あ ゆ み 浜 砂 亜 衣 子 塚 本 真 由 美
（ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 都 城 ） （ 有 明 ）

団体 北 九 州 有 明 八 代 沖 縄
田 上 拓 弥 北 田 裕 也 木 村 昂 史 猿 渡 大 祐
岡 﨑 雄 介 小 川 直 也 堤 良 広 武 川 浩 之
（ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ）
堤 良 広 木 村 昂 史 齋 藤 剛 志 北 田 裕 也
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 都 城 ） （ 北 九 州 ）

団体 八 代 有 明 沖 縄 北 九 州
楠 本 香 純 浦 本 明 美 塚 本 真 由 美 坂 口 由 起
山 口 祐 佳 吉 田 あ ゆ み 清 水 邑 佳 相 坂 千 恵
（ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ） ( 有 明 )
山 口 祐 佳 吉 田 あ ゆ み 楠 本 香 純 清 水 邑 佳
（ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ）

団体 有 明 北 九 州 八 代 都 城
田 上 拓 弥 北 田 裕 也 井 上 智 貴 武 川 浩 之
池 上 貴 英 小 川 直 也 中 村 吉 孝 西 川 和 孝
（ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ）
岡 﨑 雄 介 武 川 浩 之 小 川 直 也 田 崎 弘 洋
（ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ） （ 佐 世 保 ）

団体 八 代 有 明 北 九 州 久 留 米
楠 本 香 純 坂 口 望 廣 川 真 梨 子 鶴 田 友
山 口 祐 佳 坂 口 由 起 大 津 山 ゆ り か 高 島 芽 衣
（ 八 代 ） （ 有 明 ） ( 久 留 米 ) （ 北 九 州 ）
山 口 祐 佳 吉 田 あ ゆ み 枦 元 唯 鶴 田 友
（ 八 代 ） （ 八 代 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）

団体 有 明 北 九 州 都 城 鹿 児 島
北 田 裕 也 武 川 浩 之 矢 野 史 也 齋 藤 剛 志
小 川 直 也 岡 﨑 雄 介 吉 田 康 平 中 道 慎 也
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 都 城 ）
小 川 直 也 吉 田 康 平 西 川 和 孝 武 川 浩 之
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）

団体 有 明 （ 熊 本 （ 八 代 ） ） 沖 縄 北 九 州
山 口 祐 佳 坂 口 由 起 鶴 田 友 瑞 慶 覧 安 里
吉 田 あ ゆ み 相 坂 千 恵 高 島 芽 衣 久 貝 杏 里
（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 有 明 ） ( 北 九 州 ) （ 沖 縄 ）
山 口 祐 佳 吉 田 あ ゆ み 坂 口 由 起 清 水 邑 佳

（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）
団体 北 九 州 有 明 佐 世 保 大 分

小 川 直 也 岡 﨑 雄 介 中 道 慎 也 田 崎 弘 洋
サ ミ ン ダ 吉 田 康 平 馬 場 義 貴 久 保 文 雄
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 都 城 ） （ 佐 世 保 ）
小 川 直 也 吉 田 康 平 中 村 吉 孝 岡 﨑 雄 介
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 有 明 ）

団体 有 明 （ 熊 本 （ 八 代 ） ） 久 留 米 都 城
坂 口 由 起 百 代 咲 桜 本 川 彩 奈 瑞 慶 覧 安 里
相 坂 千 恵 清 水 邑 佳 神 之 薗 那 帆 久 貝 杏 里
（ 有 明 ） （ 有 明 ） ( 久 留 米 ) （ 沖 縄 ）
吉 田 あ ゆ み 坂 口 由 起 清 水 邑 佳 上 野 伶 奈
（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ）
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大会 担当 １ 位 ２ 位
団体 有 明 北 九 州 熊 本 ( 熊 本 ） 沖 縄

小 川 直 也 岡 﨑 雄 介 中 道 慎 也 北 田 裕 也
サ ミ ン ダ 吉 田 康 平 馬 場 義 貴 安 田 侑 輝
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 都 城 ） （ 北 九 州 ）
小 川 直 也 吉 田 康 平 田 原 直 道 岡 﨑 雄 介
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）

団体 久 留 米 有 明 熊 本 （ 八 代 ） 都 城
坂 口 由 起 本 川 彩 奈 松 永 萌 絵 栄 田 佳 那 子
相 坂 千 恵 神 之 薗 那 帆 松 﨑 春 華 工 藤 春 香
（ 有 明 ） ( 久 留 米 ) ( 佐 世 保 ) （ 北 九 州 ）
工 藤 春 香 坂 口 由 起 瑞 慶 覧 安 里 片 岡 千 知
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 沖 縄 ） （ 熊 本 （ 熊 本 ） ）

団体 北 九 州 熊 本 ( 熊 本 ） 都 城 有 明
木 村 孝 斉 木 勇 志 一 木 一 馬 前 田 一 輝
清 水 亮 太 清 水 一 平 辛 嶋 亮 哉 安 田 侑 輝
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）
木 村 孝 安 田 侑 輝 斉 木 勇 志 清 水 一 平
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）

団体 久 留 米 有 明 熊 本 （ 八 代 ） 熊 本 （ 熊 本 ）
本 川 彩 奈 松 本 佳 奈 子 工 藤 春 香 牛 島 美 夏
神 之 薗 那 帆 末 綱 み の り 中 村 有 沙 江 口 綾
( 久 留 米 ) （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ）
中 村 有 沙 本 川 彩 奈 牛 島 美 夏 工 藤 春 香
（ 北 九 州 ） （ 久 留 米 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）

団体 北 九 州 久 留 米 佐 世 保 熊 本 （ 熊 本 ）
木 村 孝 斉 木 勇 志 辛 嶋 亮 哉 前 田 一 輝
清 水 亮 太 清 水 一 平 井 上 昇 平 安 田 侑 輝
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）
木 村 孝 安 田 侑 輝 斉 木 勇 志 田 原 直 道
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ）

団体 北 九 州 熊 本 （ 八 代 ） 久 留 米 有 明
松 本 佳 奈 子 本 川 彩 奈 江 口 綾 中 村 有 沙
末 綱 み の り 神 之 薗 那 帆 牛 島 美 夏 工 藤 春 香
（ 北 九 州 ） ( 久 留 米 ) （ 有 明 ） （ 北 九 州 ）
楠 城 由 佳 中 村 有 沙 本 川 彩 奈 工 藤 春 香
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 久 留 米 ） （ 北 九 州 ）

団体 熊 本 （ 八 代 ） 鹿 児 島 有 明 熊 本 （ 熊 本 ）
斉 木 勇 志 安 田 侑 輝 松 尾 拓 実 日 髙 輝
清 水 一 平 吉 冨 景 陽 堤 悠 一 郎 村 田 誠 也
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 鹿 児 島 ）
安 田 侑 輝 吉 冨 景 陽 清 水 一 平 斉 木 勇 志
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）

団体 北 九 州 熊 本 （ 八 代 ） 久 留 米 都 城
末 綱 み の り 中 村 有 沙 大 堀 晃 歩 倉 員 佳 奈 絵
楠 城 由 佳 工 藤 春 香 森 本 暁 音 清 野 保 菜 美
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 久 留 米 ）
森 本 暁 音 楠 城 由 佳 有 村 理 香 神 之 薗 那 帆
（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 北 九 州 ） （ 都 城 ） （ 久 留 米 ）

団体 北 九 州 熊 本 （ 八 代 ） 鹿 児 島 熊 本 （ 熊 本 ）
斉 木 勇 志 古 賀 渓 太 森 本 健 斗 清 水 亮 太
清 水 一 平 川 口 拓 真 桑 原 秀 明 高 田 真 仁
（ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ）
清 水 一 平 斉 木 勇 志 吉 冨 景 陽 室 屋 鼓 太 朗
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）

団体 北 九 州 熊 本 （ 八 代 ） 有 明 都 城
末 綱 み の り 横 山 瑞 海 眞 﨑 悠 里 香 中 村 有 沙
楠 城 由 佳 森 本 暁 音 坂 田 衣 央 里 工 藤 春 香
（ 北 九 州 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 北 九 州 ）
森 本 暁 音 楠 城 由 佳 中 村 有 沙 伊 藤 七 奈 星
（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ）
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大会 担当 １ 位 ２ 位

団体 北 九 州 熊 本 ( 八 代 ） 熊 本 （ 熊 本 ） 鹿 児 島
國 分 蓮 太 吉 冨 景 陽 堤 悠 一 郎 川 口 拓 真
末 永 圭 佑 室 屋 鼓 太 郎 松 尾 拓 実 古 賀 渓 太
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 有 明 ） （ 有 明 ）
室 屋 鼓 太 郎 國 分 蓮 太 中 馬 祐 輔 中 山 弘 史 朗
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 鹿 児 島 ） （ 北 九 州 ）

団体 熊 本 （ 八 代 ） 北 九 州 有 明 都 城
末 綱 み の り 伊 藤 七 奈 星 田 川 未 時 古 澤 七 海
楠 城 由 佳 森 本 暁 音 髙 田 絢 之 金 丸 楓 佳
（ 北 九 州 ） ( 熊 本 （ 八 代 ） ) ( 有 明 ) （ 久 留 米 ）
森 本 暁 音 楠 城 由 佳 伊 藤 七 奈 星 末 綱 み の り

（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 北 九 州 ）

団体 北 九 州 熊 本 ( 八 代 ） 鹿 児 島 都 城
室 屋 鼓 太 郎 坂 口 直 弥 牛 込 敦 也 末 永 圭 佑
國 分 蓮 太 辻 康 暉 内 村 優 斗 中 山 弘 史 朗
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 鹿 児 島 ） （ 北 九 州 ）
國 分 蓮 太 室 屋 鼓 太 郎 末 永 圭 佑 桑 原 秀 明
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 ( 八 代 ) ）

団体 北 九 州 熊 本 ( 八 代 ） 佐 世 保 都 城
伊 藤 七 奈 星 楠 城 由 佳 小 林 み の り 田 川 未 時
森 本 暁 音 楠 城 奈 央 西 美 香 髙 田 絢 之

( 熊 本 （ 八 代 ） ) （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） ( 有 明 )
森 本 暁 音 伊 藤 七 奈 星 楠 城 由 佳 小 林 み の り

（ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ）

団体 熊 本 ( 八 代 ） 鹿 児 島 久 留 米 北 九 州
室 屋 鼓 太 朗 坂 口 直 弥 松 本 優 大 末 永 圭 佑
國 分 蓮 太 辻 康 暉 植 原 真 人 中 山 弘 史 朗
（ 北 九 州 ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 （ 熊 本 ） ） （ 北 九 州 ）
國 分 蓮 太 坂 口 直 弥 桑 原 秀 明 髙 田 真 仁
( 北 九 州 ) ( 北 九 州 ) （ 熊 本 （ 八 代 ） ） （ 熊 本 （ 八 代 ） ）

団体 熊 本 ( 八 代 ） 北 九 州 久 留 米 有 明
森 本 暁 音 小 林 み の り 志 岐 百 花 古 澤 七 海
伊 藤 七 奈 星 西 美 香 下 川 麻 亜 金 丸 楓 佳
（ 熊 本 （ 八 代 ） ） ( 北 九 州 ) （ 有 明 ） （ 久 留 米 ）
森 本 暁 音 小 林 み の り 中 島 朝 陽 金 城 伶 奈

（ 熊 本 ( 八 代 ） ） （ 北 九 州 ） （ 熊 本 ( 八 代 ） ） （ 沖 縄 ）
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